
              

 

                           

 

 

   
  

観測史上初、なんと平年より 22 日も早く、６月中に梅雨が明けました！

明けたとたんに酷暑到来！ 熱中症予防情報サイトでは、まだ 6 月の 20 日

には初めて「危険」がお目見え。7 月 2・3・4 日は朝から「厳重警戒・危

険」のバイキンマンが出没。熱帯夜からの体温越えの 1 日となりました。 

博愛っ子たちは、朝の時点で水遊びを体中で十分に楽しみ、その後はエ

アコンの効いた室内で過ごしています。朝からのバイキンマンの登場は今

年が初めて。この期間がこれからどれくらい続くのか。先生たちは子供た

ちの運動量やストレスの発散具合、体調などを考慮しながら、室内で楽し

く遊べる教材・環境を用意しています。３日のおやつで提供された冷えた

プリンも嬉しいですね。熱中症対策として水分補給をこまめに行っていま

す。体調不良や免疫力の低下、寝不足、朝食の摂取具合などが大きく影 

響されます。「早寝・早起き・朝ごはん」で生活のリズムを整えてあげてください。 

 

26 日（木）の以上児保育参観にはたくさんの保護者の皆様の参観、ならぬ、保育参加、

ありがとうございました。日々子供たちが生き生きと楽しんで活動している様子を見ていた

だけたのではないかと思います。「～せねばならぬ」のやらされ感はなく、活動自体が「自分

（たち）発」なので主体的に遊び込んでいる様子がうかがえたと思います。見栄えは悪くと

も子供たちの思いが詰まった制作物や活動が 

そこにはあったと思います。４～6 年間生きてき

た自分の経験から、対象を意識し、たくさん意見

を出し合い、友達に具体的に説明し、上手く折り

合いをつけて、自分たちで工夫して生み出した

ものばかりです。そこを見てほしいと思います。  

また、主体的に取り組めるよう仕組み、活動さ

せている担任団の日頃の力も感じてほしいと思

います。環境を準備・提供し、口・手を出し過ぎ

ずに、見守り、その場に応じた適切な声掛けを行

うことで、子供たちの発想を引き出し、時には意

見のぶつかり合いの調整をし、子供たち自身で

の提案型の遊びがどんどん展開・発展していま

す。そこに保育者が一緒に遊び込むことで、一層

のライブ感をもって活動が盛り上がっています。 

もちろん、一日中自分の好きな遊びばかりを

しているわけではないので、一斉に協力して片

付けたり、組体操や合奏に向けた楽器の練習に

取り組んだり、ルールのある集団でのゲームを

楽しんだり、掃除やお手伝いをしたり、集団生活

での協調性や責任感も学んでいます。 
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学校法人川副学園 
博愛の里こども園  

本園の HP です。↑ 
カラー版で拡大して
ご覧ください。 

元気いっぱい やる気まんまん 笑顔にこにこ 

7 月 22 日～8 月 31 日までは夏季休業です。 

※ 1 号・新 2 号の園児は「預かり保育希望

届」が必要です。 

※ 7 月 28 日（月）は、幼保小連携の一環

で、中川副小と大詫間小の先生方が園の

見学に見えます。 

 

1 日（金）デイキャンプ（ばら組） 

6 日（水）登園日、誕生会、避難訓練 

11 日（月）祝・山の日 

13 日（水）～15 日（金）特別保育 

 
※ 13・14・15 日は特別保育になっています。 
 ２号・３号の園児は「登園希望届」が必要で
す。 

※ 9 月１日（月）は 2 学期始業式です。 



 26 日の保育参観では、参観という制約があったので普段通りではありませんでしたが、

「指示待ち型」「設定型」ではなく「子供発の提案型」の主体的な活動の一部を見ていただけ

たと思います。子供は可愛いだけではありません。日々成長しています。大人の望む子供像

や価値観ではなく、子供の思いが反映された成長の姿を感じてくださったらと願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23 日（月）、令和 7 年度第 1 回幼保小連携会議を大詫間小学校で行いました。各校から

校長・教務主任・１年担任・特別支援学級担任、うちからは園長・年長担任の、計 10 名が

出席し、「今年度の校区での重点目標」と、「目標達成に向けての各校・園での取り組み、具

体的手立て」を話し合いました。まずは、各校・園の教育目標や現状を報告し合った上で、

中川副小学校からも大詫間小学校からも、「何事に対しても、指示待ちでなく自分から積極

的に向かっていく姿、自分で考えて最後まで粘り強く取り組む姿がもっと見られるようにし

たい。」という意見が出ました。まさに「主体性」です。今の両校の子供たちに足りない、そ

して、これからの子供たちに必要な能力として「自立心」と「協同性」を共通認識しました。

両校へはほとんど本園の子供たちが進学しています。送り出す側として責任重大です。 

そこで、「佐賀市架け橋プログラム、今年度の【中川副・大詫間校区の 重点目標 】」を 

 

 

 

 

 

とし、それぞれの学校・園で取り組んでいくことになりました。本園の「具体的手立て」は

「G タイムの充実」です。課題に対して率先してアイディアを出し、意欲的に取り組み、協

力してやり遂げる経験を積んでいかせたいと思います。 

 

たんぽぽ組さんが七夕飾りと

記念写真をとっていました。いろ

いろな願い事がありましたよ。週

間予報によると 7 日の夜は晴れ

そうです。彦星様と織姫様が会え

て、願いが叶うといいですね。 

自分の力で行うために考えたり、工夫したり、協力したりする子 

  

学校評価 
保護者アンケ
ートの提出、
ありがとう 
ございまし 

た。 


